
b

I
」

蕊
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』

灘 鶏寸
叱
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ｆ

魚 内

， 小

蕊
一
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６
日
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一
■
一
』 1

副

１
１

I

1

P

D

I

｛

○
詞
℃
ｊ
０
腿
。
少
Ｔ
０
１
０
・
ｏ
４
ｆ
Ｂ
Ｕ
Ｊ
珂
砂
Ｅ
咀
咽
１
℃
珀
邨
口
早
も
母
拠
Ｄ
ｐ
Ｉ
９
ｆ
泊
卓
Ｉ
咄
母
、
吋
日
押
両
咽
咀
》
『
旬
０
３
１
４
℃
０
４
；
４
弓
０
剖
氾
貼
畑
幻
珊
珂
４
０
冊
泗
略
４
６
叩
０
４
０
訂
秒
で
腸
悪
到
港
内
１
町
ぞ
予
知
叩
二

野
４
８
丹
、
今
Ｉ
○
ぜ
◆
４
４
・
い
も
ね
、
叱
與
△
グ
ー
６
４
．
Ｊ
い
む
明
り
Ｅ
寺
Ｊ
Ｏ
０
９
９
０
型
９
■
や
Ｉ

蕊
咽
切
郡
鹿
到
鋤
壷
門
幸
翫
馴
毎
銘
孤
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だ
っ
た
。
ペ
リ
ー
氏
は
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
数
日
以
内
に
、
韓
国
に
展

開
し
た
兵
力
を
大
幅
に
増
強
す
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

朝
鮮
半
島
で
戦
争
が
起
き
れ
ば
、
日
本
に
も
波
及
す
る
。
一
九
九
四
年
春
、
石
原
信
雄
官
房
副
長
官
は
ひ

そ
か
に
内
閣
安
全
保
障
室
、
外
務
省
、
防
衛
庁
、
警
察
庁
に
検
討
を
指
示
し
た
。
防
衛
庁
で
は
陸
上
、
海
上
、

航
空
の
三
自
衛
隊
を
束
ね
る
制
服
組
の
ト
ッ
プ
、
統
合
幕
僚
会
議
現
統
合
幕
僚
監
部
Ⅲ
続
遜
が
ひ
そ
か
に
一

冊
の
計
画
書
を
ま
と
め
上
げ
た
。
「
指
定
前
秘
密
」
の
印
が
押
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
極
秘
文
書
と
し
て
防
衛
庁

の
金
庫
に
保
管
さ
れ
た
。

文
書
の
名
称
は
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
Ｕ
横
長
Ａ
４
判
の
文
書
に
は
流
出
を
防
止
す
る
た
め
赤
い
イ

ン
ク
に
よ
る
通
し
番
号
が
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
に
押
さ
れ
て
い
る
。
実
は
、
こ
の
文
書
は
軍
班
情
勢
や
法
改
正

に
伴
っ
て
更
新
さ
れ
、
現
在
も
統
合
幕
僚
監
部
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

統
孫
の
佐
官
は
「
北
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
や
中
国
か
ら
突
き
放
さ
れ
、
本
格
的
な
軍
事
援
助
を
受
け
ら
れ
な
い

で
い
る
。
戦
力
は
当
時
と
変
わ
り
な
く
、
計
画
は
今
で
も
有
効
だ
」
と
断
言
す
る
。
米
国
が
再
び
、
北
朝
鮮

を
攻
躍
す
る
機
会
を
う
か
が
う
情
勢
に
な
れ
ば
、
文
番
は
金
庫
か
ら
取
り
出
さ
れ
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
に

な
る
と
い
う
の
だ
。

ず
し
り
と
重
い
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
は
、
軍
事
的
な
専
門
用
語
を
駆
使
し
て
、
箇
条
沓
き
や
表
を

こ
の
間
、
米
国
は
事
態
の
軟
藩
陸
を
目
指
す
一
方
で
、
北
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
計
画
を
立
て
た
。
そ
の
事
実

は
ペ
リ
ー
国
防
長
官
（
当
時
）
が
二
○
○
七
年
一
月
十
八
日
の
米
下
院
外
交
委
員
会
で
誕
言
し
、
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
Ｆ
Ⅳ
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
や
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
使
っ
て
、
寧
辺
の
核
関
連
施
設
を
爆
撃
す
る
計
画

日
本
政
府
が
「
第
二
次
朝
鮮
戦
争
」
へ
の
備
え
を
検
討
し
た
の
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
翌
九
四
年
に
か
け

て
の
こ
と
だ
っ
た
。
九
三
年
三
月
、
北
朝
鮮
が
核
拡
散
防
止
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
か
ら
の
脱
退
を
表
明
、
米
国
と

北
朝
鮮
と
の
関
係
が
一
気
に
緊
張
し
た
。
当
時
、
寧
辺
近
郊
で
未
申
告
の
核
関
連
施
設
が
発
見
さ
れ
、
査
察

を
拒
否
し
た
北
朝
鮮
に
米
国
が
経
済
制
裁
を
ち
ら
つ
か
せ
な
が
ら
交
渉
し
た
。
核
開
発
を
凍
結
す
る
見
返
り

に
、
軽
水
炉
建
設
を
支
援
す
る
な
ど
米
朝
枠
組
み
が
翌
九
四
年
十
月
に
合
意
さ
れ
、
一
応
の
危
機
は
去
っ
た

の
で
あ
る
。

が
「
北
朝
鮮
対
処
」
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
音
が
出
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

か
つ
て
日
本
政
府
は
「
鋪
二
次
朝
鮮
戦
争
」
に
備
え
る
必
要
性
か
ら
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
向
き
合

っ
た
過
去
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
「
守
り
」
か
ら
入
り
、
米
国
の
要
諦
を
受
け
て
、
そ
の
後
、
「
攻
め
」

へ
と
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。
経
緯
を
振
り
返
ろ
う
。

原
点
は
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退

■
■
■
ｂ
▲
■
、
■
、
■
■
《
▼
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美極
秘
の
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」

私
た
ち
の
運
命
を
握
る
極
秘
文
需
を
の
ぞ
い
て
み
る
。
分
厚
い
文
脊
の
目
次
に
は
、
「
研
究
の
目
的
」
「
研

究
の
前
提
』
に
続
い
て
十
二
頂
目
の
研
究
内
容
が
並
ぶ
。

①
Ｋ
（
朝
鮮
）
半
島
に
関
す
る
儒
報
活
動
の
強
化
、
②
沿
岸
、
垂
要
防
議
対
象
の
群
備
、
③
Ｋ
半
局
傭
勢
に

の
軍
躯
協
力
を
強
化
す
る
「
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
里
が
合
意
さ
れ
、
一
九
九

九
年
に
は
朝
鮮
半
島
有
半
を
想
定
し
た
周
辺
事
態
法
が
成
立
し
て
有
事
の
米
軍
支
援
が
可
能
に
な
っ
た
。
安

倍
政
樵
下
で
進
む
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
の
策
動
は
、
周
辺
事
態
法
で
禁
じ
ら
れ
た
米
砿
の
武
力
行
使

と
の
一
体
化
を
可
能
に
す
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
の
完
全
な
る
実
施
を
保
証
す
る

』
」
し
↑
脂
鮨
先
鋒
っ
勺
。

自
衛
隊
幹
部
は
「
自
衛
隊
の
行
動
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
残
っ
て
い
る
。
い
ざ
と
い
う
時
は
国
会
で
何

と
か
し
て
も
ら
わ
な
い
と
。
…
・
・
計
画
実
行
は
不
可
避
な
の
だ
か
ら
」
と
強
調
す
る
。

も
う
一
度
い
お
う
。
文
普
は
現
役
の
自
衛
官
た
ち
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
第
二
次
期
鮮
戦
争
の
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
，
一
な
の
だ
。
そ
し
て
自
衛
隊
は
、
戦
争
が
波
及
し
て
く
れ
ば
、
こ
の
研
究
に
従
っ
て
行
動
す
る

以
外
に
日
本
が
生
き
延
び
る
道
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

多
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
自
衛
隊
独
特
の
文
体
で
、
軍
事
知
識
が
な
い
人
が
読
ん
だ
ら
退
屈
ど
こ
ろ
か
、

お
そ
ら
く
理
解
不
能
だ
ろ
う
。

特
殊
表
記
の
一
例
を
茶
げ
る
と
、
文
替
の
タ
イ
ト
ル
に
な
っ
て
い
る
Ｋ
半
島
と
い
う
の
は
期
鮮
半
島
を
指

す
。
ひ
ん
ぱ
ん
に
登
場
す
る
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
と
は
自
岡
を
含
む
同
盟
国
側
で
、
「
Ａ
」
は
日
本
、
「
Ｂ
」
は
米
国

「
Ｃ
」
は
韓
国
の
こ
と
だ
。
そ
し
て
「
Ｘ
Ｙ
Ｚ
」
と
は
敵
対
国
あ
る
い
は
危
険
な
相
手
と
み
な
し
て
い
る

国
々
で
あ
り
、
「
Ｘ
」
と
は
中
国
、
「
Ｙ
」
は
北
朝
鮮
、
「
Ｚ
」
は
ロ
シ
ア
を
指
し
て
い
る
。

こ
れ
は
自
衛
隊
の
創
設
以
来
、
内
部
で
呼
び
続
け
て
い
る
暗
号
で
も
あ
る
。
防
衛
計
間
に
暗
号
を
使
っ
て

い
れ
ば
、
万
一
、
外
部
に
獺
れ
て
も
、
特
定
国
を
想
定
し
た
戦
争
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
と
申
し
開
き
で
き

る
修
一
・
仮
想
敵
国
は
存
在
し
な
ど
と
言
い
続
け
て
き
た
長
年
の
知
恵
な
の
だ
ろ
う
。

「
Ｋ
半
蹄
事
態
対
処
計
画
」
に
つ
い
て
、
前
出
の
幹
部
は
こ
う
い
う
。

「
北
朝
鮮
と
の
間
で
ど
ん
な
戦
い
方
が
で
き
る
の
か
検
討
し
た
能
力
見
積
も
り
の
側
面
が
あ
る
。
砿
事
的

合
理
性
に
基
づ
く
自
術
隊
の
浦
動
を
追
求
し
て
い
く
と
、
懸
法
に
よ
る
規
制
が
あ
っ
た
り
、
適
用
す
べ
き
法

律
そ
の
も
の
が
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
」

そ
の
検
討
内
容
は
、
後
の
政
策
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
。
北
朝
鮮
危
機
か
ら
今
日
ま
で
の
問
、
自
衛
隊
の

行
動
を
円
滑
に
す
る
方
策
が
次
々
に
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
返
し
て
ほ
し
い
。
一
九
九
七
年
に
は
日
米

ｏ
も

▲
ｑ
‐
■
▲
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一
・
潜
水
艦
、
小
型
艦
艇
、
漁
船
等
に
よ
る
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ウ
（
正
規
軍
の
特
殊
部
隊
）
攻
嬢
能
力
は
有
す

る
が
、
Ｃ
恩
團
と
対
時
す
る
状
況
か
ら
対
Ａ
（
日
進
作
戦
に
陸
上
兵
力
を
杣
州
す
る
こ
と
は
困
難
。
航
空

機
・
艦
艇
の
援
護
能
力
や
経
空
・
経
海
能
力
か
ら
対
八
蒲
上
陸
作
戦
能
力
は
な
い
も
の
と
み
ら
れ
る
」

解
説
す
る
と
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
攻
蛎
は
、
韓
国
と
の
戦
争
ま
た
は
朝
鮮
半
島
の
情
勢
が
緊
迫
し
た
時

点
で
起
き
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
北
朝
鮮
は
韓
国
と
の
戦
闘
に
相
当
な
陸
上
兵
力
を
割
か
れ
る
と
し
て
い
る
。

笹
鈩
岻
十
つ
、

そ
う
し
た
状
況
は
別
に
し
た
場
合
で
も
航
空
、
海
ｋ
職
力
が
脆
弱
な
の
で
北
朝
鮮
に
日
本
を
本
格
侵
攻
す
る

軍
事
力
は
存
在
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

辞
ム
グ
湘
診
か
ら

＄
上
ず
珊
汐
ｆ
烏

金
正
恩
第
一
書
記
は
、
故
金
正
日
総
書
記
の
掲
げ
た
、
軍
隊
を
唾
視
し
て
強
化
す
る
こ
と
を
優
先
す
る

「
先
砿
政
治
」
を
継
承
し
て
い
る
。
事
実
、
総
兵
力
百
十
万
人
と
い
う
世
界
有
数
の
軍
事
国
家
で
あ
る
。
そ

ん
な
北
朝
鮮
の
耶
事
力
が
本
当
に
弱
い
の
か
、
あ
ら
た
め
て
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

朝
鮮
半
島
の
兵
力
を
比
較
し
て
み
る
と
、
韓
国
に
は
軸
国
軍
の
総
兵
力
は
六
十
八
万
人
、
こ
れ
に
在
韓
米

軍
の
三
万
六
千
人
が
加
わ
り
、
韓
国
側
の
総
兵
力
は
合
計
七
十
一
万
六
千
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
数
の
上

で
は
北
朝
鮮
が
圧
倒
し
て
い
る
が
、
そ
の
質
は
ど
う
な
の
か
。

北
朝
鮮
情
勢
に
詳
し
い
防
衛
省
幹
部
は
こ
う
い
う
。
「
航
空
機
や
戦
車
の
大
半
は
旧
式
で
、
今
や
陳
腐
化

し
て
い
ま
す
。
燃
料
や
部
品
の
不
足
か
ら
助
か
な
い
武
器
も
数
多
く
あ
る
」

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
九
十
五
万
人
い
る
陸
上
兵
力
の
三
分
の
二
は
韓
国
と
の
国
境
に
あ
る
軍
事
境
界

線
に
ま
る
で
張
り
つ
く
よ
う
に
配
術
さ
れ
て
い
る
。
韓
国
と
の
緊
張
が
高
ま
れ
ば
高
ま
る
ほ
ど
、
軍
事
境
界

線
か
ら
動
け
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
る
。

海
軍
に
は
約
六
百
九
十
隻
も
の
艦
艇
が
あ
る
が
、
ロ
メ
オ
級
潜
水
艦
二
十
二
隻
を
除
け
ば
旧
式
の
艦
艇
ば

る
。 伴

う
警
戒
態
勢
の
強
化
、
④
黄
海
か
ら
日
本
海
海
域
に
お
け
る
経
済
制
裁
、
⑤
在
Ｃ
慰
国
邦
人
の
エ
バ
キ

ュ
ェ
ー
シ
ョ
ン
（
救
出
）
、
⑥
難
民
対
策
、
⑦
両
日
本
地
域
に
お
け
る
Ｔ
Ｂ
Ｍ
蕊
域
弾
道
ミ
サ
イ
ル
）
対
処
、
⑧

多
国
籍
軍
兵
士
の
救
難
、
⑨
共
同
訓
練
、
⑩
在
Ａ
（
日
本
）
の
Ｂ
粟
国
）
軍
に
対
す
る
後
方
等
の
支
援
、
⑪
軍

事
亡
命
対
策
、
⑫
Ｓ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
（
シ
ー
レ
ー
ン
Ⅱ
海
上
交
通
路
）
の
防
護
。

い
ず
れ
の
項
目
も
起
こ
り
う
る
事
態
を
想
定
し
、
数
最
化
し
て
具
体
的
に
見
祇
も
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る

自
衛
隊
の
能
力
を
突
き
合
わ
せ
て
、
結
論
を
出
し
て
い
る
。
全
編
を
貫
く
縦
軸
と
し
て
、
北
朝
鮮
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

脱
退
か
ら
自
衛
隊
の
防
衛
出
動
に
至
る
ま
で
の
時
間
の
流
れ
を
五
つ
の
警
戒
態
勢
に
分
類
し
、
時
系
列
に
沿

っ
た
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

自
衛
隊
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
侵
攻
の
シ
ナ
リ
オ
を
ど
う
見
穣
も
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
対
日
攻
繋

シ
ナ
リ
オ
は
「
Ｙ
（
北
朝
竪
の
作
職
能
力
」
の
項
目
に
詳
述
さ
れ
、
そ
れ
は
意
外
な
言
葉
か
ら
始
ま
っ
て
い

14『 14。
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自
衛
隊
が
見
槙
も
る
北
朝
鮮
と
の
職
闘

こ
ん
な
北
朝
鮮
が
日
本
攻
喋
に
踏
み
切
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
戦
闘
様
相
と
な
る
の
か
。

「
Ｙ
の
作
戦
能
力
」
は
、
陸
上
戦
力
と
し
て
二
個
軽
歩
兵
旅
団
を
指
向
で
き
る
」
と
響
い
て
い
る
。
軽

歩
兵
旅
団
は
、
約
一
万
人
か
ら
な
る
歩
兵
部
隊
で
、
小
銃
の
ほ
か
、
機
関
銃
や
迫
確
砲
な
ど
で
武
装
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。
輸
送
機
か
ら
落
下
傘
で
降
下
す
る
の
か
、
海
か
ら
上
陸
す
る
の
か
潜
入
の
手
口
ま
で
は
特

定
し
て
い
な
い
が
、
想
定
さ
れ
る
行
動
と
し
て
文
番
は
「
主
要
港
湾
施
設
や
水
中
固
定
機
器
の
破
壊
活
動
」

を
挙
げ
て
い
る
。

水
中
固
定
機
器
と
は
海
上
自
衛
隊
が
日
本
列
島
の
沿
岸
や
対
馬
、
津
軽
な
ど
主
要
海
峡
の
海
底
に
設
澄
し

か
り
で
見
る
べ
き
も
の
は
な
い
。
先
制
攻
娯
の
切
り
札
と
な
る
空
軍
は
、
作
戦
機
五
百
九
十
機
を
保
有
す
る

も
の
の
、
こ
れ
も
大
半
は
第
一
世
代
と
い
わ
れ
る
旧
ソ
連
製
の
旧
型
機
で
あ
る
。
ミ
グ
調
、
ス
ホ
イ
妬
と
い

っ
た
第
四
世
代
機
も
保
有
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
少
数
だ
。

装
備
の
新
旧
に
か
か
わ
ら
ず
、
深
刻
な
の
は
燃
料
が
不
足
し
、
訓
練
が
ま
ま
な
ら
な
い
点
に
あ
る
。
一
九

リ
乎
皿
舟
風

九
六
年
五
月
、
北
朝
鮮
空
乖
の
李
哲
数
大
尉
が
ミ
グ
過
戦
闘
機
を
操
縦
し
て
韓
国
に
亡
命
し
た
。
李
大
尉
は

操
縦
士
歴
十
年
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
っ
た
が
、
総
飛
行
時
間
は
．
一
百
五
十
時
間
で
し
か
な
か
っ
た
。
一
年
に
換
算

す
れ
ば
、
わ
ず
か
三
十
五
時
間
と
い
う
飛
行
時
間
は
、
航
空
自
衛
隊
の
第
一
線
に
立
つ
職
闘
機
操
縦
士
が
技

量
を
維
持
す
る
の
に
必
要
と
し
て
い
る
年
間
百
五
十
時
間
の
四
分
の
一
以
下
に
過
ぎ
な
い
。

航
空
自
衛
隊
の
ベ
テ
ラ
ン
操
縦
士
は
「
空
中
戦
の
訓
練
が
で
き
る
飛
行
時
間
で
は
な
い
。
離
陸
し
た
り
、

蒲
陸
し
た
り
す
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
。
す
る
と
戦
闘
機
は
張
り
子
の
ト
ラ
と
い
う
こ
と

使
え
な
い
、
動
か
な
い
、
と
い
う
な
い
な
い
尽
く
し
の
中
で
、
注
目
す
べ
き
は
、
十
万
人
と
い
う
世
界
に

例
を
見
な
い
大
規
模
な
特
殊
部
隊
の
存
在
で
あ
る
。
非
合
法
の
情
報
収
集
や
破
壊
工
作
に
携
わ
る
専
門
部
隊

で
、
潜
入
に
使
う
小
型
潜
水
艇
や
エ
ァ
ク
ッ
シ
ョ
ン
揚
陸
艇
、
レ
ー
ダ
ー
に
映
ら
な
い
木
製
の
ア
ン
ト
ノ
フ

２
輸
送
機
を
百
機
以
上
、
保
有
し
て
い
る
。

別
の
航
空
自
衛
隊
の
操
縦
上
は
「
ア
ン
ト
ノ
フ
が
特
殊
部
隊
を
乗
せ
て
一
斉
に
日
本
を
目
指
し
た
ら
、
頼

り
に
な
る
の
は
自
分
の
目
だ
け
。
何
機
か
は
雛
ち
漏
ら
し
、
特
殊
部
隊
の
潜
入
を
許
す
こ
と
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
」
と
必
ロ
ー
テ
ク
兵
器
〃
の
称
威
を
話
す
。

ノ
ド
ン
や
テ
ポ
ド
ン
と
い
っ
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
も
見
逃
せ
な
い
。
九
州
北
部
と
中
国
地
方
を
射
程
に
収
め

る
ス
ヵ
ッ
ド
Ｃ
は
配
備
済
み
。
ノ
ド
ン
は
射
程
千
三
百
キ
ロ
で
Ｕ
本
全
域
を
射
程
に
収
め
る
。
九
八
年
に
日

本
列
島
を
飛
び
越
え
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
テ
ポ
ド
ン
一
号
は
射
程
一
千
キ
ロ
と
さ
ら
に
長
い
。

に
な
る
。
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「
Ｋ
半
島
蛎
態
対
処
計
画
」
は
ゲ
リ
ラ
攻
嬢
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
施
設
と
し
て
．
日
本
海
に
面
し
た
九

州
、
中
国
地
方
の
施
設
を
列
挙
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
自
衛
隊
や
米
乖
施
股
が
目
立
つ
こ
と
だ
。

北
期
鮮
か
ら
み
れ
ば
、
「
敵
の
出
撃
基
地
」
だ
か
ら
当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
、
自
術
隊
は
ほ
ぼ
す
べ
て
の

、
○
力 ま

っ
て
『
米
軍
が
い
る
《

な
い
」
と
懸
念
を
示
す
。

さ
ら
に
航
空
兵
力
を
み
る
と
「
爆
撃
機
お
よ
び
縦
岡
機
の
一
部
が
西
Ａ
（
日
本
）
の
一
部
目
標
に
対
し
、
限

定
さ
れ
た
攻
撃
能
力
を
有
す
る
」
と
分
析
。
具
体
的
に
は
「
軽
爆
撃
機
約
六
十
五
機
、
戦
闘
機
約
百
三
十
五

機
を
指
向
で
き
る
」
と
し
、
そ
う
し
た
航
空
機
の
任
務
は
、
や
は
り
「
重
要
船
舶
・
施
設
な
ど
に
対
す
る
攻

螺
、
航
空
機
に
よ
る
機
雷
激
設
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
北
朝
鮮
の
陸
、
海
、
空
軍
は
一
致
協
力
し
て
、
徹
底
的
に
民
間
船
舶
の
航
行
を

妨
害
し
、
日
本
を
兵
秘
攻
め
に
し
て
孤
立
さ
せ
る
戦
術
を
取
る
こ
と
に
な
る
。
防
衛
省
関
係
者
は
「
そ
ん
な

事
態
に
な
れ
ば
、
国
内
は
混
乱
し
、
北
朝
鮮
で
職
う
米
軍
の
支
援
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
る
。
厭
戦
気
分
が
高

ま
っ
て
「
米
耶
が
い
る
か
ら
日
本
が
攻
躍
さ
れ
る
缶
と
日
米
安
保
条
約
の
破
棄
を
主
張
す
る
声
さ
え
出
か
ね

朝
鮮
半
島
で
賊
端
が
開
か
れ
、
日
本
攻
撃
に
多
く
の
兵
力
を
回
せ
な
い
北
朝
鮮
軍
は
テ
ロ
や
ゲ
リ
ラ
と
い

っ
た
非
対
称
戦
を
挑
む
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
ど
の
地
域
の
ど
の
よ
う
な
施
設
が
狙
わ
れ
る
の
だ
ろ
う

を
挙
げ
る
。

十
五
万
人
の
陸
上
自
衛
隊
に
対
し
、
一
万
人
と
い
う
少
な
い
兵
員
で
も
効
果
的
に
戦
う
方
法
を
北
朝
鮮
軍

は
承
知
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
自
衛
隊
の
分
析
と
い
え
る
。

海
上
兵
力
に
つ
い
て
、
「
Ｙ
の
作
戦
能
力
」
は
「
艦
艇
は
主
と
し
て
防
御
的
性
格
を
有
し
、
そ
の
行
動
は
、

Ｋ
半
島
周
辺
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
、
外
洋
作
戦
能
力
は
ま
だ
低
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
潜
水
艦

約
十
隻
の
ほ
か
、
少
数
の
小
型
艦
艇
を
指
向
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

予
想
さ
れ
る
作
戦
行
動
と
し
て
は
「
港
湾
外
域
に
お
け
る
機
雷
欺
設
、
潜
水
艦
な
ど
に
よ
る
船
舶
攻
喉
」

必
至
だ
ろ
う
。

Ｔ
・
０
祁
翼

て
い
る
音
聯
監
視
シ
ス
テ
ム
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の
こ
と
で
あ
る
。
海
上
自
衛
隊
は
、
誘
備
所
と
呼
ば
れ
る
海
に

近
い
施
設
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｓ
が
拾
っ
た
船
舶
ご
と
に
異
な
る
〃
音
紋
″
と
呼
ば
れ
る
ス
ク
リ
ュ
ー
音
を
分
析
し
、

ど
の
船
舶
や
ど
の
潜
水
艦
が
、
い
つ
ど
こ
を
通
過
し
た
の
か
航
行
状
況
を
ひ
そ
か
に
記
録
し
て
い
る
。

海
か
ら
の
不
法
侵
入
を
見
張
る
防
犯
装
世
と
も
い
え
る
機
器
が
破
壊
さ
れ
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
工
作
船

に
乗
っ
た
特
殊
部
隊
の
上
陸
が
格
段
に
容
易
に
な
る
し
、
潜
水
艦
の
行
方
も
つ
か
め
な
く
な
る
。
特
殊
部
隊

が
港
湾
施
設
を
次
々
に
破
壊
し
て
船
舶
の
入
港
を
妨
害
し
た
り
、
潜
水
艦
が
魚
雷
で
輸
送
船
を
次
々
に
喋
沈

し
た
り
す
る
事
態
に
な
れ
ば
、
食
料
や
原
油
の
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
国
内
が
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
る
の
は

〃
Ｉ

＄

、

、
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二
○
○
三
年
十
二
月
、
政
府
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
を
米
国
か
ら
導
入
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
た
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
迎
喋
す
る
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
」
を
導
入
し
た
が
、
発
射
機
は
全
国
で
三
土
一

基
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
こ
の
間
、
北
朝
鮮
は
日
本
全
国
を
射
程
に
収
め
る
ノ
ド
ン
を
本
格
配
備
し
た
。

射
程
六
百
キ
ロ
の
ス
ヵ
ッ
ド
Ｃ
は
北
朝
鮮
南
部
か
ら
発
射
す
れ
ば
、
七
分
後
に
は
福
岡
を
直
螺
す
る
“

「
西
日
本
地
域
に
…
：
．
」
に
記
述
さ
れ
た
「
探
知
・
撃
破
能
力
」
に
よ
る
と
、
ミ
サ
イ
ル
の
峨
射
熱
を
探
知

す
る
米
国
の
早
期
蕃
戒
衛
星
や
、
海
上
自
衛
隊
の
イ
ー
ジ
ス
謹
衛
艦
は
発
射
を
探
知
す
る
こ
と
は
で
き
る
も

の
の
、
肝
心
の
繋
破
は
で
き
な
い
と
い
う
の
だ
。

当
時
、
活
用
で
き
る
の
は
航
空
機
迎
砿
に
使
う
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ
ル
（
Ｐ
Ａ
Ｃ
２
）
の
み
で
、
弾
道
ミ

サ
イ
ル
の
迎
肇
を
想
定
し
た
武
器
で
は
な
か
っ
た
。
九
州
、
中
国
地
方
の
防
御
に
活
用
で
き
る
高
射
隊
を
十

八
個
と
算
定
。
一
個
間
射
隊
は
五
韮
二
十
発
の
発
射
装
憧
で
編
成
さ
れ
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
一
発
に
つ
き
、
二

発
の
パ
ト
リ
ォ
ッ
ト
を
発
射
す
る
連
用
に
な
っ
て
い
る
か
ら
合
計
百
八
十
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
し
か
対
処

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
Ｋ

ィ
と
対
処
」
の
項

放
を
上
げ
て
い
る
。

乖
事
施
設
が
「
狙
わ
れ
る
」
と
み
て
い
る
。

例
え
ば
、
陸
上
自
衛
隊
は
日
本
海
の
雄
前
線
で
も
あ
る
対
馬
の
瀞
備
隊
を
は
じ
め
、
福
岡
、
大
村
、
山
口
、

出
雲
な
ど
駐
屯
地
十
五
カ
所
、
海
上
自
衛
隊
は
佐
世
保
、
呉
、
岩
国
な
ど
の
基
地
十
四
カ
所
、
航
空
自
衛
隊

は
レ
ー
ダ
ー
サ
ィ
ト
九
カ
所
、
航
空
基
地
や
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
ナ
イ
キ
（
現
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
）
基
地
な
ど
九
カ

所
を
防
護
対
象
と
し
て
挙
げ
、
米
砿
に
つ
い
て
は
沖
繩
の
基
地
全
部
と
本
土
の
佐
世
保
埜
地
、
岩
国
韮
地
、

秋
月
弾
薬
庫
（
広
島
県
）
を
守
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
民
間
施
設
も
攻
躍
目
標
に
な
る
。
文
書
が
列
記
し
て
い
る
の
は
、
九
州
、
中
岡
地
方
の
政
治
中

枢
で
あ
る
す
べ
て
の
県
庁
と
県
警
本
部
。
ほ
か
に
交
通
施
設
と
し
て
関
門
ト
ン
ネ
ル
や
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
、

九
州
・
中
国
自
動
車
道
路
、
福
岡
空
港
な
ど
す
べ
て
の
民
間
空
港
や
北
九
州
港
な
ど
港
湾
施
設
も
防
護
が
必

要
と
！
》
、
生
活
側
巡
施
設
と
し
て
遮
気
、
ガ
ス
、
石
油
、
電
話
に
関
連
し
た
発
奄
所
、
ガ
ス
補
給
所
、
石
油

備
蓄
韮
地
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

政
治
中
枢
が
破
壊
さ
れ
、
交
辿
網
が
分
断
さ
れ
て
龍
気
も
ガ
ス
も
止
ま
る
。
撤
底
的
に
生
活
が
脅
か
き
れ

る
中
で
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
落
下
し
て
く
る
の
だ
。
湾
岸
戦
争
で
イ
ラ
ク
が
発
射
し
た
ス
カ
ッ
ド
ミ
サ
イ
ル

の
被
害
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
は
防
赤
マ
ス
ク
を
被
り
、
避
難
し
た
。
恐
怖
に
露
え
る
国
民

を
守
る
た
め
、
自
術
隊
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
抗
措
世
も
考
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。

I‐．‐凸．．

「
Ｋ
半
鳥
事
態
対
処
計
画
一
に
出
て
く
る
「
西
日
本
地
域
に
お
け
る
Ｔ
Ｂ
Ｍ
癒
域
弥
道
ミ
サ

の
項
目
で
は
、
冒
頭
で
「
自
衛
隊
独
白
で
対
処
す
る
こ
と
は
附
難
で
あ
る
」
と
あ
っ
さ
り
白

！
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研
究
内
容
に
よ
る
と
、
第
二
次
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
直
後
に
発
生
す
る
北
朝
鮮
難
民
は
二
十
三
万
七
千
人
に

上
る
。
こ
の
う
ち
、
韓
国
に
は
七
万
人
、
日
本
と
中
国
に
は
五
万
人
ず
つ
、
ロ
シ
ア
に
は
二
万
人
が
流
入
し
、

北
朝
鮮
国
内
に
は
難
民
と
な
っ
た
五
万
人
が
と
ど
ま
る
ｃ
韓
国
で
発
生
す
る
難
民
は
さ
ら
に
多
い
四
十
四
万

九
千
人
で
、
こ
の
う
ち
二
十
二
万
人
が
日
本
に
押
し
寄
せ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

難
民
は
船
で
日
本
を
目
指
し
、
九
州
北
部
や
山
陰
地
方
沿
岸
部
に
上
陸
す
る
。
鰻
初
、
警
察
と
海
上
保
安

庁
が
対
処
す
る
も
の
の
、
縛
察
が
対
処
で
き
る
の
は
雌
民
約
三
万
五
千
人
ま
で
で
、
こ
れ
を
超
え
る
大
最
の

難
民
に
対
し
て
は
自
衛
隊
に
よ
る
支
援
が
必
饗
に
な
る
。
九
州
の
防
衛
を
担
当
す
る
陸
上
自
衛
隊
西
部
方
面

隊
（
熊
本
市
）
で
管
理
可
能
な
難
民
は
約
一
万
人
だ
け
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
他
方
而
隊
の
恥
援
が
必
要
に
な

る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

陸
上
自
衛
隊
で
は
、
各
駐
屯
地
に
隣
接
し
た
訓
練
場
に
難
民
収
容
所
を
開
設
、
保
有
す
る
テ
ン
ト
、
毛
布
、

給
食
車
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
を
用
意
し
て
、
自
衛
官
一
人
に
つ
き
、
難
民
十
人
を
管
理
す
る
。
海
上
、
航
空

自
衛
隊
は
護
衛
艦
や
航
空
機
で
情
報
収
集
や
警
戒
監
視
に
当
た
る
。
西
部
方
面
隊
は
約
八
割
が
難
民
対
策
に

忙
殺
さ
れ
、
戦
力
は
格
段
に
落
ち
る
。

事
態
収
拾
ま
で
に
は
そ
の
十
倍
に
当
た
る
二
百
七
十
万
人
が
流
入
し
、
日
本
が
「
難
民
列
島
」
と
な
る
と
予

国
内
を
人
混
乱
に
巻
き
込
む
要
素
は
テ
ロ
・
ゲ
リ
ラ
と
弾
道
ミ
サ
イ
ル
だ
け
で
は
な
い
。
「
Ｋ
半
烏
事
態

対
処
計
画
」
は
「
難
民
対
策
」
の
項
目
で
、
約
二
十
七
万
人
の
難
民
が
Ｕ
本
に
流
入
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

ど
こ
を
目
標
に
す
る
の
か
、
選
択
権
は
北
朝
鮮
に
あ
る
。
ま
ず
イ
ー
ジ
ス
護
衛
艦
か
ら
発
射
す
る
艦
対
空
ミ

サ
イ
ル
「
Ｓ
Ｍ
３
」
で
迎
曠
す
る
と
は
い
え
、
雛
ち
漏
ら
し
た
ら
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
で
迎
盤
す
る
ほ
か
な
い
。

航
空
自
衛
隊
幹
部
は
「
全
国
を
守
る
に
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
が
一
千
塾
以
上
必
要
に
な
る
。
そ
れ
に
は
防
衛
黄
が

い
く
ら
あ
っ
て
も
追
い
つ
か
な
い
」
と
正
直
に
告
白
す
る
。
日
本
の
防
衛
シ
ス
テ
ム
は
実
は
一
○
○
％
迎
撃

な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
「
破
れ
傘
」
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

わ
ず
か
な
救
い
は
ス
ヵ
ッ
ド
Ｃ
や
ノ
ド
ン
の
弾
頭
に
搭
職
で
き
る
爆
薬
が
五
百
～
七
百
キ
ロ
と
比
按
的
、

小
さ
い
こ
と
。
落
下
し
た
場
合
の
被
害
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
幹
部
は
「
住
宅
地
に
落
下
し
た
ら
、
破
壊
さ
れ

る
の
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
一
而
分
程
度
。
ビ
ル
な
ら
半
壊
で
し
ょ
う
か
？
通
常
弾
頭
な
ら
被
害
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
く
な
い
」
と
い
う
。
し
か
し
、
日
本
に
は
使
用
済
み
核
燃
料
棒
を
保
管
す
る
原
発
や
関
連
施
設
が
五
十

五
カ
所
も
あ
る
今
通
常
弾
頭
で
も
命
中
す
れ
ば
未
曾
有
の
紙
の
放
射
線
に
汚
染
さ
れ
、
日
本
列
島
は
廃
雛
と

想
す
る
。

化
す
だ
ろ
う
。

押
し
寄
せ
る
難
民 I

訳
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朝
鮮
半
島
危
機
か
ら
今
日
ま
で
に
、
北
朝
鮮
は
三
回
の
核
実
験
を
実
施
し
、
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発

射
試
験
に
も
成
功
し
た
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
安
倍
首
相
は
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
踏
み
切
ろ
う
と

し
て
い
る
。
仮
に
米
国
が
北
朝
鮮
攻
撃
を
行
う
と
す
れ
ば
背
中
を
押
す
こ
と
に
な
る
。
米
風
か
ら
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と
も
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
攻
躍
を
食
い
と
め
ら
れ
る
と
の
口
実
に
な
る

の
で
米
国
に
と
っ
て
好
都
合
に
違
い
な
い
。

ば
、
日
圭

て
い
る
。

「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
は
情
勢
緊
迫
時
の
自
衛
隊
出
動
に
つ
い
て
、
①
沿
岸
へ
の
自
衛
隊
配
備
に
よ

る
国
民
へ
の
術
繋
が
大
き
い
、
②
蕃
察
、
海
上
保
安
庁
、
消
防
と
一
体
と
な
っ
て
対
処
す
る
際
の
指
揮
関
係

が
不
明
確
、
指
揮
組
織
の
構
成
が
必
要
、
③
敵
性
分
子
の
権
限
の
な
い
拘
束
、
逮
捕
、
あ
る
い
は
武
器
使
用

が
難
し
い
、
④
沿
岸
監
視
の
た
め
の
土
地
の
借
り
上
げ
は
実
効
性
に
疑
問
、
⑤
政
治
・
経
済
・
軍
事
の
大
動

脈
で
あ
る
関
門
ト
ン
ネ
ル
対
処
が
制
限
さ
れ
て
い
る
、
⑥
Ｂ
（
米
）
軍
の
警
備
に
つ
い
て
の
規
定
・
権
限
の
な

い
こ
と
に
よ
り
、
対
処
は
当
初
、
警
察
主
体
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
１
１
を
問
題
点
と
し
て
列
挙
し
た
。

検
討
か
ら
二
十
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
解
決
し
た
の
は
、
自
衛
隊
法
改
正
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
⑥

の
米
軍
華
地
警
備
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て
宿
題
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
る
。
期
鮮
半
島
で
職
争
が
起
き
れ

ば
、
日
本
は
間
違
い
な
く
巻
き
込
ま
れ
、
国
内
が
大
混
乱
す
る
こ
と
を
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
は
示
し

こ
う
し
て
み
て
く
る
と
絶
望
的
な
気
分
に
な
っ
て
く
る
が
、
自
衛
隊
は
ど
う
や
っ
て
北
朝
鮮
か
ら
国
民
を

守
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
Ｋ
半
島
事
態
対
処
計
画
」
の
「
沿
岸
、
重
要
防
護
対
象
の
警
備
」
と
い
う
項
目
に
は
、

情
勢
緊
迫
時
に
お
け
る
部
隊
の
運
用
計
画
や
警
察
、
海
上
保
安
庁
と
の
連
携
要
領
が
誉
か
れ
て
い
る
。
「
早

期
に
ゲ
リ
ラ
・
コ
マ
ン
ド
ウ
の
兆
候
や
活
動
を
察
知
し
、
迅
速
に
対
処
し
て
撃
破
撃
退
す
る
と
と
も
に
敵
の

薪
上
陸
侵
攻
に
対
し
て
は
沿
岸
地
域
で
阻
止
す
る
」
と
あ
る
だ
け
で
具
体
的
な
記
述
は
多
く
な
い
。

だ
が
、
法
制
上
・
運
用
上
の
問
題
点
に
触
れ
た
く
だ
り
は
注
目
に
値
す
る
。
「
国
と
し
て
ま
た
は
庁
（
防
衛

庁
）
と
し
て
防
衛
準
備
の
開
始
の
決
断
が
必
要
」
と
、
政
治
が
自
衛
隊
を
活
用
す
る
と
の
決
断
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
を
強
調
。
自
衛
隊
の
活
動
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
話
し
て
い
る
。

手
薄
に
な
っ
た
防
衛
態
勢
を
背
後
か
ら
突
く
の
が
難
民
に
紛
れ
込
ん
で
上
陸
す
る
武
装
難
民
だ
。
い
っ
た

ん
は
難
民
施
設
に
収
容
し
た
と
し
て
も
、
武
器
や
爆
発
物
を
使
っ
た
暴
動
を
起
こ
し
、
将
殊
部
隊
の
別
勤
隊

か
く
め
ん

と
し
て
自
衛
隊
を
後
方
か
ら
撹
乱
。
防
衛
出
励
が
下
令
さ
れ
る
前
の
段
階
で
も
大
混
乱
と
な
っ
た
場
合
は

「
治
安
出
動
も
考
廠
す
る
」
と
し
て
い
る
ｃ

だ
が
、
自
衛
隊
の
難
民
対
策
に
は
明
確
な
法
的
根
拠
が
な
く
、
武
装
難
民
に
対
す
る
武
器
使
用
基
準
も
存

在
し
な
い
。
防
衛
省
関
係
者
は
「
新
た
な
対
処
要
領
が
な
け
れ
ば
、
自
衛
隊
は
効
果
的
に
活
動
で
き
な
い
」
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術
シ
ス
テ
ム
を
備
え
て
い
る
が
、
一
○
○
％
の
迎
躯
は
望
め
な
い
。
迎
盤
の
網
か
ら
外
れ
た
地
域
は
丸
裸
も

同
然
で
あ
る
。
「
座
し
て
自
滅
を
待
つ
」
よ
り
は
打
っ
て
出
よ
う
と
い
う
の
だ
。

だ
が
、
敵
基
地
攻
雌
能
力
の
保
有
に
は
、
い
く
つ
も
の
問
題
点
が
あ
る
Ｕ
そ
の
ひ
と
つ
は
専
守
防
衛
の
も

と
、
防
衛
力
整
備
、
す
な
わ
ち
武
器
購
入
を
続
け
て
き
た
自
衛
隊
は
攻
撃
的
な
武
器
体
系
に
な
っ
て
い
な
い

点
に
あ
る
。
他
国
の
基
地
を
攻
蝶
す
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
米
軍
の
打
確
力
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
防
衛
省
は
一
度
だ
け
、
本
格
的
に
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
基
地
攻
曜
を
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
。

一
九
九
三
年
、
北
朝
鮮
束
岸
か
ら
ノ
ド
ン
一
発
が
発
射
さ
れ
、
日
本
海
に
落
下
し
た
と
き
の
こ
と
だ
倉
日
本

列
島
全
域
を
射
程
圏
に
収
め
る
こ
と
か
ら
危
機
感
を
持
っ
た
遮
用
担
当
の
背
広
組
、
制
服
組
が
染
め
ら
れ
、

極
秘
に
攻
蝶
の
可
否
を
検
討
し
た
（
「
北
靭
鮮
雌
地
攻
嫉
を
研
究
九
三
年
の
ノ
ド
ン
発
射
後
防
衛
庁
能
力
的
に

困
難
と
結
論
」
二
○
○
三
年
五
月
八
日
『
東
京
新
聞
」
雷
・
日
新
聞
一
朝
刊
）
。

そ
の
結
果
、
Ｆ
１
支
援
職
闘
機
と
Ｆ
４
Ｅ
Ｊ
改
戦
闘
機
に
五
百
ポ
ン
ド
爆
猟
か
、
地
上
攻
唯
用
に
改
造
し

た
空
対
艦
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｓ
Ｍ
）
を
搭
赦
す
る
こ
と
で
限
定
的
な
攻
嫉
が
可
能
と
の
意
見
が
示
さ
れ
た
。
だ
が
、

①
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
を
撹
乱
す
る
砥
子
戦
機
が
な
い
、
②
Ｆ
１
支
援
戦
闘
機
は
航
続
距
離
が
短
く
、
攻
躍
後
、

操
縦
士
が
日
本
海
で
緊
急
脱
出
す
る
し
か
な
い
、
③
Ｆ
４
Ｅ
Ｊ
改
戦
闘
機
に
し
て
も
航
続
距
離
を
考
え
る
と

石
川
県
の
小
機
塞
地
し
か
縦
え
な
い
ｌ
な
ど
の
結
衆
、
戦
闘
機
と
操
綾
土
を
失
う
可
瀧
性
が
糠
め
て
噺
い

自
衛
隊
は
北
朝
鮮
攻
撃
を
検
討
し
た

で
は
、
日
本
は
北
朝
鮮
攻
雛
を
一
度
た
り
と
も
考
え
た
こ
と
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
敵
の
出
撃
、
発
進
拠

点
を
目
指
し
、
こ
れ
を
攻
嬢
す
る
の
は
「
敵
基
地
攻
嬢
」
と
呼
ば
れ
、
国
会
で
何
度
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。

専
守
防
術
で
も
可
能
な
攻
繋
の
形
態
で
、
以
下
の
よ
う
な
国
会
答
弁
が
あ
る
。

「
わ
が
国
に
対
し
て
急
迫
不
正
の
侵
害
が
行
わ
れ
、
そ
の
侵
霄
の
手
段
と
し
て
わ
が
国
土
に
対
し
、
誘
導

弾
等
に
よ
る
攻
蝶
が
行
わ
れ
た
場
合
、
座
し
て
自
滅
を
待
つ
べ
し
と
い
う
の
が
憲
法
の
趣
旨
と
す
る
と
こ
ろ

だ
と
い
う
ふ
う
に
は
、
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な

攻
嫉
を
防
ぐ
の
に
万
や
む
を
得
な
い
必
要
溌
小
限
度
の
措
慨
を
と
る
こ
と
、
た
と
え
ば
、
誘
導
弾
等
に
よ
る

攻
撃
を
防
御
す
る
の
に
、
他
に
手
段
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
誘
導
弾
等
の
基
地
を
た
た
く
こ
と
は
、

法
理
的
に
は
自
衛
の
範
囲
に
含
ま
れ
、
可
能
で
あ
る
と
い
う
べ
き
も
の
と
咽
憤
ま
す
」
（
一
九
幕
ハ
年
二
月
二
ｌ

九
日
衆
縦
院
内
側
委
員
会
、
脇
山
一
郎
荷
相
樽
弁
船
出
中
防
衛
庁
長
官
代
読
）

発
射
が
差
し
迫
っ
た
弾
道
弾
（
ミ
サ
イ
ル
）
基
地
を
攻
鵬
す
る
能
力
を
持
つ
の
は
自
衛
の
範
囲
で
可
能
と
の

趣
旨
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
代
以
降
、
北
朝
鮮
に
よ
る
弥
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
が
繰
り
返
さ
れ
る
た
び
、
国

会
で
敵
韮
地
攻
撃
能
力
の
保
有
が
議
論
に
な
っ
た
。
自
衛
隊
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
蟻
ち
落
と
す
ミ
サ
イ
ル
防
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ら
発
射
さ
れ
、
目
標
に
正
確
に
命
中
す
る
。
地
形
を
読
み
取
り
な
が
ら
飛
ぶ
た
め
、
偵
察
衛
星
か
ら
の
地
形

怖
報
を
通
信
衛
星
な
ど
を
通
じ
て
入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
本
は
偵
察
衛
星
と
同
じ
役
割
の
情
報
収
集
衛

星
を
四
基
保
有
し
て
い
る
が
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
誘
導
で
き
る
ほ
ど
の
輔
度
は
持
っ
て
い
な
い
。
自
衛
隊
が

巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
る
に
は
高
い
壁
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
北
朝
鮮
の
大
半
の
軍
事
施
設
が
地
下
化
し
て
お
り
、
ミ
サ
イ
ル
藩
地
も
例
外
で
は
な
い
。
日
本

を
射
程
に
収
め
る
ノ
ド
ン
、
西
日
本
の
一
部
ま
で
届
く
ス
カ
ッ
ド
Ｃ
と
も
、
車
載
さ
れ
た
移
動
式
で
発
射
の

た
め
に
引
っ
張
り
だ
き
れ
る
ま
で
は
、
ど
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
知
り
よ
う
が
な
い
。
④
の
「
正
確
な
情

ｆ
報
収
集
能
力
」
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
偵
察
衛
星
を
保
右
す
る
た
め
、
巨
額
の

ｆ“
防
衛
数
を
投
じ
て
も
、
効
果
を
あ
げ
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
．

池
日
本
が
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
保
有
す
れ
ば
へ
専
守
防
衛
か
ら
先
制
攻
雑
へ
と
防
衛
政
策
の
軸
足
を
移
し
た
と

”
み
な
さ
れ
、
中
国
、
韓
国
な
ど
周
辺
国
は
日
本
へ
の
対
抗
措
世
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
を
起
点
と

り剛
す
る
「
砿
拡
の
ド
ミ
ノ
倒
し
」
で
あ
る
。
米
圃
も
日
本
が
地
域
の
緊
張
を
高
め
る
事
態
を
歓
迎
す
る
だ
ろ
う

染
‐
‐

』

鮒5瀬 8,
00

こ
と
が
分
か
っ
た
。

米
国
を
参
戦
さ
せ
る
に
は
、
雑
牲
を
払
っ
て
で
も
攻
螺
に
踏
み
切
る
覚
悟
が
い
る
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、

検
討
会
で
は
「
北
朝
鮮
の
韮
地
を
攻
罐
す
る
の
は
困
難
」
と
結
職
つ
け
、
極
秘
の
検
討
会
は
解
散
し
た
。
以

綾
、
具
体
的
な
敵
韮
地
攻
砿
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

だ
が
、
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
航
空
自
衛
隊
は
敵
戦
闘
機
を
監
視
す
る
早
期
警
戒
管
制

機
升
Ｗ
雌
。
シ
）
や
自
衛
隊
の
戦
闘
機
が
長
距
離
を
飛
行
す
る
た
め
の
空
中
給
油
機
を
保
有
し
た
。
納
密
爆

砿
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
レ
ー
ザ
ー
光
線
で
正
確
に
目
標
に
命
中
す
る
輔
密
誘
浮
爆
弾
（
Ｊ
Ｄ
八
Ｍ
〉
の
配
備
も
始
め
て

い
る
。
相
手
国
の
防
空
レ
ー
ダ
ー
を
無
力
化
す
る
電
子
妨
害
装
徹
の
開
発
も
進
み
、
Ｆ
喝
戦
闘
機
に
搭
戦
す

る
計
画
が
進
む
。
専
守
防
衛
の
看
板
を
掲
げ
な
が
ら
、
攻
確
的
な
兵
器
体
系
を
持
ち
つ
つ
あ
る
こ
と
は
間
述

敵
基
地
攻
蝶
に
必
要
な
能
力
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
二
○
○
三
年
三
月
二
十
」
ハ
日
の
参
院
外
交
防
衛
委
貝
会

で
守
屋
武
畠
防
衛
庁
防
衛
局
長
は
、
①
敵
の
防
空
レ
ー
ダ
ー
破
壊
能
力
、
②
航
空
機
の
低
空
進
入
能
力
、
③

空
対
地
誘
導
弾
ま
た
は
巡
航
ミ
サ
イ
ル
、
④
敵
基
地
に
関
す
る
正
確
な
情
報
収
架
能
力
の
帆
っ
を
必
要
と
す

る
、
と
答
弁
し
て
い
る
。

自
衛
隊
が
保
有
し
て
い
な
い
巡
航
ミ
サ
イ
ル
と
は
、
糖
密
誘
導
ミ
サ
イ
ル
の
こ
と
で
、
艦
艇
や
航
空
機
か

い
な
い
。
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